
 
　 
 
 
 
 

みよし風土記の丘ミュージアム６・７月の行事案内 

 
子どもたちに贈る三次の夏休み みよし風土記の丘ミュージアム、奥田元宋・小由女美術館、三次商工会議所　ジョイント事業 

夏の特別企画展 

見てたのしむ　おいしい！ひろしま 

　　食品サンプルで　あそぼう！　学ぼう！　シェアしよう！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１　会　　期　令和７年７月３日（木）～８月 31 日（日） 

　　　　　　休館日　水曜日（ただし８月 13 日は開館） 

２　会　　場　当館　企画展示室（三次市小田幸町 122） 

３　展示資料　食品サンプル 

４　入 館 料　一般 700（560）円、高校･大学生 520（410）円、小･中学生 350（280）円　 

※(　)内は 20 名以上の団体料金 

５　関連行事　 

　「食に関するワークショップ」 

 
回 日時 タイトル

 

1
７月 19 日（土） 

10：00～12：00

間伐材で箸作りをしてみよう　環境保全を食卓から…

 
対象：小学校高学年　定員 10 組（※保護者の同伴が必要） 

指導： 広島県立庄原実業高等学校　教師及び生徒

 

２
７月 27 日（日） 

10：00～12：00

かたまる不思議を探求してみよう 

豆乳を利用した湯葉やとうふを作ってみよう

 
対象：小学校高学年　定員 10 組（※保護者の同伴が必要） 

指導： 広島県立庄原実業高等学校　教師及び生徒

報道提供資料 
令和７年６月４日 

名　称　みよし風土記の丘ミュージアム 
（広島県立歴史民俗資料館） 

担当者　学芸課長　岡野　将士 
電　話　0824-66-2881 

広島には、おいしい食べ物がいっぱい！
食品サンプルで、大好きな食事を作り、食
べることの大切さを学び、ひろしまの豊か
な食文化を発見しよう！ 

今年の夏は、三次で楽しい思い出づくり
をしませんか？

「クックドエッグ」 
（株式会社いわさき提供）



申込み：事前申込み 

（詳しくは、「イベントへのお申込み方法について」を御覧ください。） 

　　　協 力：広島県立庄原実業高等学校  

　　　会 場：当館　研修室 

　　　参加費：無料 

 

■イベントへのお申込み方法について 

「食に関するワークショップ（仮称）」のお申込みは、参加希望回・住所・氏名・年齢・

電話番号を記入の上、次のいずれかの方法でお願いします。 

① 応 募 フ ォ ー ム 　 （ URL ： https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLScDbGVy0gx-

MehKUkkNXSG8W0irpF42y1aHDX0GHhFf4r-TFA/viewform?usp=header） 

② Ｅメール　rmsgakugei@pref.hiroshima.lg.jp 

 

 

 

 

 

 

　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

応募フォーム　　　　　　　　 

（食に関するワークショップ）　　　　　　　　　 

 

 

 



 

 

 

 

 

１　会 期 令和７年４月 18 日（金）～７月６日（日） 

  休館日　月曜日、７月２日（水） 

２　会 場  当館　風土記の丘ギャラリー（三次市小田幸町 122） 

３　入 館 料 常設展の入館料で御覧いただけます。  

一般200円（160円）、大学生150円（120円）、高校生以下・65歳以上無料 

 　※（　）は 20 名以上の団体料金 

４　展示解説会　６月 15 日（日）13：00～　（解説：田森　孝仁さん） 

 

 

 

 

 

 

近代の広島は、日清戦争時には仮の国会議事堂や大本営が置かれるなど、軍事
的な拠点としても発展しました。一方、軍の秘密を守るため、絵葉書は軍の許可
を明示しないと発行できず、写真撮影などにも様々な制限が設けられました。 

本展では、そうした「軍都広島」の様子の一端を絵葉書をとおして紹介します。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１　会 期 令和７年７月 25 日（金）～10 月 13 日（月・祝） 

  休館日　７・８月の水曜日（ただし、８月 13 日は開館）。９・10 月の月

曜日（ただし、９月 15 日(敬老の日)・10 月 13 日(スポーツの日)は開館）、

９月 16 日(火) 

２　会 場  当館　風土記の丘ギャラリー（三次市小田幸町 122） 
 

３　入 館 料 常設展の入館料で御覧いただけます。  

一般200円（160円）、大学生150円（120円）、高校生以下・65歳以上無料 

 　※（　）は 20 名以上の団体料金 

４　展示解説会　　会期中の土・日・祝日（数回）（解説：清原　正明さん） 

（具体的な日程は当館 HP でお知らせします。） 

　 

　 

 

 

 

1970 年代後半、当時の国鉄は普通列車に運用する一般型気動車の塗装
を朱色に変更しました。首都圏から試行的に実施されたことから、首都圏
色と呼ばれます。 

JR 化後の一時期、県北の車輛も他の色に変えられましたが、2010 年
頃から再び朱色に改められています。40 年前と現在の対比を御鑑賞下さ
い。 



 

 

 

 

 

１　日　　　　時　令和７年７月 12 日（土）13：30～15：30 

２　講　　　　師　鳥路　茂さん（株式会社いわさき取締役管理本部長） 
とり じ しげる

３　会　　　　場　当館　研修室 

４　定　　　　員　100 名（先着順） 

５　参　加 　費　無料 

６　申 込 み　当日受付 

日本では、誰もが目にする「食品サンプル」。しかし「食品サンプル」は、
誕生以来、誰も気づかないうちに作り方や使われ方、効果など、驚くほど変
化しています。本講演は、そんな「食品サンプル」の魅力や変化について、
お話いたします。


